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１．アセチレン爆発事故を踏まえた注意喚起（１／２）

• 5月27日に東京都江戸川区において、建築工事現場の地中に埋まっていたアセチレンガス容

器破損による漏えい・爆発及び火災事故が発生し、10名以上の方が負傷され、周囲の建物に

多数の損壊が生じました。当該事故の発生を踏まえ、改めて、高圧ガス及び容器の取扱いに

関して、注意喚起をいたします。

➢ 高圧ガス保安法令では、高圧ガスの廃棄に係る技術基準（一般則第62条等）において、「廃棄は、容器とともに行わ
ないこと」と規定しており、容器とともに高圧ガスを廃棄することは、法令違反となります。高圧ガスを廃棄する場
合は、当該技術基準に基づき、高圧ガスの適切な廃棄を行うようお願いします。

➢ なお、高圧ガス容器が外傷又は火災を受けた場合における、危険時の災害の発生防止のための応急措置の一つとして、
損害を他に及ぼすことのないよう「地中に埋めること」（一般則第84条等）が規定されていますが、地中に埋設した
まま放置することを認めるものではありません。地中に容器を放置すると、今回のような事故に繋がる可能性があり
ます。そのため、応急措置として高圧ガス容器を地中に埋設した場合は、直ちに、消防・警察等への届出（高圧法第
36条第２項）を行うとともに、関係業界団体等の協力により各地方に設置されている地方高圧ガス容器管理委員会
（※）に連絡し、適切な処理が行われるようお願いします。

※高圧ガス保安協会、一般社団法人日本産業・医療ガス協会及び一般社団法人全国高圧ガス溶材組合連合会では、腐食が激しく取扱いが難しい放置された容

器等も含め、そうした容器の回収・処理が可能な地方高圧ガス容器管理委員会を紹介しています。
・高圧ガス保安協会：https://www.khk.or.jp/public_information/heads_up/leaving_container.html
・一般社団法人日本産業・医療ガス協会：https://www.jimga.or.jp/business/houchi_youki/

【１】高圧ガスの適切な廃棄等について

https://www.khk.or.jp/public_information/heads_up/leaving_container.html
https://www.jimga.or.jp/business/houchi_youki/
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１．アセチレン爆発事故を踏まえた注意喚起（２／２）

➢ 今回の爆発事故のような予期しない場所・状況における高圧ガス容器に係る事故を未然に防止するためには、高圧ガス
容器の設置場所や利用状況を把握し、適切な管理を行うことが重要です。

➢ 現状、高圧ガスの販売業者には、販売先の保安の確保を図るため、溶接用アセチレンガスなどの一部の高圧ガスについ
ては、災害の発生の防止に関し必要な事項の周知（高圧法第20条の５）を義務づけると共に、全ての販売業者に対し
て、保安台帳の整備による高圧ガスの保安状況の適切な管理（一般則第40条第１号等）の徹底等を求めています。

➢ 例えば、高圧ガスの販売業者によっては、高圧ガスの販売にあたって、容器の定期的な交換や一定期間後の返却等を販
売の条件とすることや、バーコード等のデジタル技術により容器の管理を行うことなどにより、容器の設置場所や利用
状況等の把握を通じた適切な管理に努めている事業者もおり、このような取組は、高圧ガス容器の適切かつ継続的な管
理には有効な取組です。

➢ また、こうした観点から、地域ごとに自治体・事業者団体等が自主的に策定している高圧ガス容器に係る管理指針等で
は、消費者が使用しなくなった高圧ガス容器は迅速に回収を行うことや、原則として１年間等の一定の期間を経過した
ら同じ高圧ガス容器による供給を継続しないこと等が掲げられており、高圧ガス容器の適切な管理にあたっては、こう
した指針等に則って対応を行うことは非常に有効となります。

➢ 加えて、高圧ガス容器の適切な管理にあたっては、高圧ガスの貯蔵の方法に係る技術基準において、高圧ガス容器は
「粗暴な取扱いをしないこと」等と規定しており（一般則第６条第２項第８号ト（容器による貯蔵の基準である一般則
第18条第２号ロにおいて準用）等）、改めての周知になりますが、「粗暴な取扱い」として、湿気、水滴等による腐
食を防止する措置を講じずに腐食が進行しやすい環境に長期間放置する行為（地中や水に浸けたまま長期間放置する等
の行為）は、技術基準を違反する行為になりますので、こうした環境に高圧ガスが充填された高圧ガス容器が放置され
ないよう適切な管理をお願いします。

【２】高圧ガス容器の適切な管理について
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（参考）放置された高圧ガス容器等を回収する取組

• 一般社団法人日本産業・医療ガス協会及び一般社団法人全国高圧ガス溶材組合連合会により、

毎年10月に、路上・河川等に放置されたいわゆる放置容器（LPガス容器を除く）や、納入後

6か月以上経過した使用済みの貸借容器、所有者又は内容物が不明で処分を依頼された容器の

回収が行われています。

出典：一般社団法人日本産業・医療ガス協会のホームページ https://www.jimga.or.jp/business/houchi_youki/

2024年10月の回収結果

納入後6か月以上経過した使用済みの貸借容器は37,675本回収。

https://www.jimga.or.jp/business/houchi_youki/
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２．インターネット通販等における高圧法関連製品に係る注意喚起

➢ 容器検査に合格し刻印等をした容器でなければ、原則、容器を譲渡した
り引き渡したりしてはいけません（高圧法第44条第1項）。 ※ただし
同項第1号～第4号の場合を除く

➢ 刻印等や表示がなされていない容器には、原則高圧ガスを充塡すること
ができません（高圧法第48条第１項第１号・第２号）。

➢ 再検査の期間を過ぎた容器にあっては、容器再検査に合格し刻印等をし
た容器でなければ、原則高圧ガスを充塡することができません（高圧法
第48条第１項第５号）。

⇒容器の購入・使用にあたっては、刻印等の有無や、再検査の期間につい
て確認をするようにしてください。

①刻印等のない容器・再検査の期間を過ぎた容器について ②高圧ガスの充塡・貯蔵・移動・消費について

➢ 高圧ガスを充塡することは、高圧ガスの「製造」にあたり、製造の届出等
が必要になる可能性があります。また、届出が不要である場合でも、省令
に定める技術上の基準に従って製造を行う必要があります（高圧法第5
条・第13条等）。

➢ 高圧ガスが充塡されている容器を移動・貯蔵、高圧ガスを消費する場合は、
省令で定める技術上の基準に従って移動等を行う必要や保安上必要な措置
を講じる必要があります（高圧法第15条第１項、第23条第１項、第24条
の５等）。

⇒高圧ガスの充塡・貯蔵・移動・消費にあたって定められている基準がある
ため、高圧ガスが充塡されている容器を購入・出品する際や、購入した
容器に高圧ガスを充塡したり、消費したりする際には、こうした基準を
確認し、十分に注意を払うようにしてください。

• 近年、オンラインマーケットプレイス（OM）の利用が普及する中で、高圧ガスを充塡するための容器や、移充塡用
のアダプター等の高圧法関連製品のOM上での販売や、動画サイトを通じての移充塡の方法に係る情報の拡散が行わ
れている実態が確認されています。

• これを踏まえ、高圧法関連製品の適切な使用のために、改めて、高圧法における適合性や、刻印等の情報をよく確認
したうえでの購入・使用に向けた注意喚起をいたします。

• なお、国内の主要なインターネットモール事業者は「製品安全誓約」（※）に署名をしており、高圧法関連製品を含
め、対象製品の安全リスクについての情報提供等を行うこととしていますので、こうした情報も確認いただき、十分
に注意を払うようお願いいたします。

※ OM上において出品・販売される、リコール製品や安全ではない製品がもたらす、生命・身体に及ぼすリスクから消費者をこれまで以上に保護することを目的とした、
製品安全に係る法的枠組みを超えた「官民協働の自主的な取組」
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